
←超過密 9万人／km 
  萩１、萩２  

この額の妥当性を議
論するときには、生
じるリスクや負荷を
十分予測したうえで、
議論する必要がある 

  

底から這いあがるゼロからの出発、それほど厳しい困窮状況 逆手に取る気概 
★これだけ厳しい困窮の中には貧困の再生産メカニズムが働きやすい。負のスパイラルから抜け出すには、効果的な公
的資金投入は不可避、ただし社会的合意は必要。 

生活保護対象の市場の成
立。その市場のメカニズ
ムを生かした「大家」が
主体となった対応→生活
保護を利活用した市街地
修復型社会住宅への展開 

▲超歪な人口ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ         ←著しい人口減少  
                       ↓ あらゆる年代層が減少  

①底から這い上がるゼロからの出発 

②是正すべき歪み 
労働市場の伸張に合わせた政策的誘導が最もよく反映した街 ⇒ よく言えば極めて個性
的な街に、普通の街に戻すには惜しいし、支援の人材もハウジングのインフラも豊富、
この個性を生かす形でのまちづくり そこで生じるリスクについては、きっちりフォ
ローする必要も当然あり  

20年後半減以下 

激しい人口減 
極めて高い人口密度 
極度に歪な人口構成 
 
↓ ↓ ↓ 

・フレキシブルで 
 豊富なハウジング 
・豊富な支援の人材（宝庫） 
 ↓ ↓ ↓ 
 

③あいりん地域施策予算  

④西成区全体 

⑤簡易宿所2万室ハウジングストック 

萩１ 

萩２ 

 
 

太子 

こどもの需要（保育関係） 

「居住・就労支援・集客（含 アート・大学）の 
空間的機能分化へ」 
ここに選択的インセンティブを与える 

   ＜生活支援／就労支援＞ 
   一歩手前の第二のセーフティーネット 
 
＜生活保護＞ 
最後のセーフティーネット 
 

⑥あり方 

あいりん地域の部分的機能とした、インフラと人材を生か

した「自立生活支援/センター/拠点/ベース/クォーター」 

▲ 簡易宿所・アパート２５％推計値 

▲ 成長産業 国際集客 

国費の活用   

平成24年4月20日懇談会資料  
大阪市立大学都市研究プラザ 水内俊雄 

▲ 生活保護 
▲ 介護 

労働者の下支え感  3000人 
旅行者のさらなる増加 


